カスタマーハラスメント防止への取り組みについて

【カスタマーハラスメントとは】
　職場において行われる、取引先様、施設の利用者様及びそのご家族様等の言動であって、その内容または手段・態様が社会通念上許容される範囲を超えるものにより、職員の就業環境が害されるものをカスタマーハラスメントと定義します。

本会では、以下のような行為をカスタマーハラスメントと判断し、職員を守るために適切な対応を行います。
　①　申出・要求内容に妥当性がないもの
　　　・根拠とする事実関係や因果関係がないもの
　　　・本会に関係がないもの
　②　要求を実現するための手段・態様が社会通念上許容される範囲を超えるもの
　　　・身体的な攻撃（暴行、傷害等）
　　　・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言、土下座の強要等）
　　　・威圧的な言動
　　　・継続的な、執拗な言動
　　　・拘束的な言動
　　　・性的な言動
　　　・職員個人への攻撃、要求　　など
　　　
　※正当なご意見・ご要望は「カスタマーハラスメント」には該当しません。
　　サービスの改善につながる貴重なお声として、真摯に受け止めさせていただきます。本会のコミュニケーション不足で誤解が生じた場合などは、見直し・改善を
図っていきます。

【本会の取組】
法改正の趣旨に基づき、以下の措置を講じてまいります。
　　①　方針の明確化と周知・啓発
　　②　相談体制の整備
　　③　迅速かつ適切な事後対応
　　④　カスタマーハラスメントの抑止のための措置　など

　※本会の職員は、カスタマーハラスメント問題に関する関心と理解を深め、他の
事業主が雇用する労働者様等に対しての言動に必要な注意を払っていきます。

【ご理解とご協力のお願い】
本来、お寄せいただいたご意見やご要望は、支援内容の改善や新たな取り組みにつながっていくものであり、質の高い支援を提供するために、制限しうるものではないと認識しております。ただし、近年、カスタマーハラスメント行為が社会問題となっており、就業者が精神的な不調を起こしたり、離職したりする事態が起こっております。
　本会では、職員一人ひとりが穏やかな気持ちで職務に専念でき、皆さんと良好で適切なコミュニケーションを図っていくことが、利用児者さんの幸せにつながっていくものと考えております。
本会職員一同皆様方と良好な関係を築くことができるよう一層真摯に組り組んでまいりますので、ご理解賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年１０月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人豊橋市福祉事業会　　






















